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環境の変化に鋭敏で、あるという性質を利用して調べたものである o リゾチーム l分子に平均1.3分子
のDNS基が結合した試料を還元変性し、つぎに還元剤を除去して 2M尿素中で再酸化による復元反応









































を出していたと考えられる点を指摘している点は重要である o D N S基のケイ光性がその基の環境を
鋭敏に反映する特性を巧みに利用していることは注目に価する。この研究は疎水性残基が分子内部に、
そして親水性残基が分子表面に分布することによって安定を保たれている球状タンパク質の構造がそ
のバランスをくずすに足るだけ化学修飾をうけると致命的な影響をうけることを例示したものとして
高く謝面される
以上阿部君の研究はタンパク質物理化学に寄与するところが少なくなく理学博士の学位論文として
十分な価値があるものとみとめる o
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